
　　茨城県工業技術センター研究報告　第 17 号

－51－

綿・合繊織物の性能評価と製品化技術（第 3 報）

－引張り強度と通気度を要因とした織物設計システムについて－
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1．  緒  言

 近年の生産技術力の向上あるいは新しい繊維素材の研究発展に伴い，本県の綿・合繊織物業も“多

品種少量生産システム”，“品質性能評価技術力の向上”等，ユ一ザ一の厳しい注文に対応しなけれ

ばならなくなっている。従って， これまでのような経験と勘を中心とした設計方法では対応できな

くなっており，科学的かつ効率的な織物設計システムの開発が求められている。

  このため，61 年度は引張り強度を主体にした織物設計を，  また，62 年度は通気性を主体にした

織物設計法を検討し，報告した 1）2) 。本年度は，61年度，62年度のデ一夕に新たに提供されたデ一

夕を補足追加し，信頼性の向上を図ると共に， ポリエステル・フィラメント糸を使って当所で試料

を製織し，合繊についての織物構造と強度及び通気性の関係を系統的に調査した。

  さらに，  これまでの綿及び数種の合繊織物を使った試験結果を利用し，簡単な織物設計システム

を作成した。本手法が，今後科学的かつ効率的な織物設計法を実用化していく上での一助となれば幸

いである。

2．  試験方法

2．1   試 料

 試料には，第 1報，第 2報で使った試料に新たに若干の合繊試料を追加したものと，当所で重布用

力織機を用いて試織したポリエステル・フィラメント織物表 1を使用した。

2．2   強伸度及び通気度測定

  JIS L 1096 一般織物試験法に基づき，標準状態の温．湿度下で測定を行った。強伸度の測定は A 法，

カットストリップ法を採用し，綿織物については試料幅 5 cm，合繊織物については試料幅 2.5cm と

し，つかみ間隔 20cm，引張り速度は 200mm／min で試験した。測定機は，万能試験機 UTM－500 （オ

リエンテック社製）を使用した。

 また，通気度の測定はフラジ一ル法に従って行い，  5 回の測定の平均値を採用した。
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3．  試験結果及び考察

3．1  合計換算密度率と合計引張り強さ及び合計被覆密度率と通気度

 第 1 報では，織物の組織と引張り強度との関係を評価するためのファクタ一として，合計換算密度

率を定義し， また，第 2 報では，織物組織と通気度との関係評価のファクターとして，合計被覆密

度率を定義した。

　　　合計換算密度率＝たて糸換算密度率十よこ糸換算密度率                  （1）

ここで

　　　たて糸換算密度率＝たて糸密度率×たて糸繊度率                        （2）

　　　よこ糸換算密度率＝よこ糸密度率×よこ糸繊度率                        （3）

　　　合計被覆密度率＝たて糸被覆密度率十よこ糸被覆密度率                  （4）

ここで

なお密度率，繊度率については前報と同様に，織密度 100 本／吋を 1．0（密度率），原糸繊度1，O00

デニールを 1．0（織度率）とした。

 （1）～（6）式を用い，第 1 報，第 2 報で使った綿・合繊織物のデータに，今回新たに若干量の合

繊織物データを追加したもの， さらに今回当所で試織したポリエステル．フィラメント織物のデ一

夕を使って，統計処理した結果求められた回帰式を表 2，表 3に示す。また， これらをグラフで表し

た例を図 1，図 2及び図 3に示す。

 回帰式としては，一次回帰式，指数回帰式，対数回帰式及びベき乗回帰式のなかから，相関係数及

び決定係数の良いものを選んだ。合計換算密度率一引張り強さ間回帰式としては一次回帰式を採用し，

合計被覆密度率一通気度間回帰式としては指数回帰式を採用した。

表中の記号は次のとおりである。

y1 ；合計引張り強さ（kg）

y2 ；通  気  度    （1OOcc／cm2／sec）

x1 ；合計換算密度率

x2 ；合計被覆密度率

r  ；相関係数

R2 ；決定係数

 なお引張り強さの値は，綿試料については試験片幅 5cm の値を使用し，合繊試料については幅 2．5cm

の値を使用している。
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3．2  引張り強度と通気度を要因とする繊物設計システム

  これまでに得られたデータを全てコンピュータにインプットして，引張り強度と通気度を要因とす

る織物設計システムを作成した。プログラムのフローチャートを図 4に示す。このシステムによって

必要な引張り強度あるいは通気度のある綿・合繊織物の設計を迅速に行うことができる。
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4．  結  言

 本研究では，産業資材用織物の各種物性及び性能のなかで，共通して要求される重要な機能である

引張り強度及び通気度を取り上げ，織物素材，組織，糸密度等との関係を分析し，次の成果を得た。

（1）  綿及び各種合繊織物について，織物構造と引張り強度に関しては表 2に， また，織物構造

と通気度に関しては表 3に示すような回帰式を得ることができた。

  特に今回は，ポリエステル・フィラメント糸で試織した試料を使って，ヒートセットを施してい

ない合繊織物の各種データをとることができ，ヒ一トセットを施した織物との物性等の比較ができ

た。図 2 及び図 3 を比較してみて，同じポリエステル・フィラメント織物でも， ヒ一トセットを

していない試料の方が，引張り強度，通気度ともに大きな値となっていることがわかる。

（2）  図 4 に示すようなフロ一チャ一卜に基づき，簡単な織物設計システムのプログラムを作成

した。

 本プログラムを使って，必要な通気度及び強度を持った綿・合繊織物が迅速に設計できるように

なった。本手法が，高性能．高強度織物の設計あるいは多品種少量生産システムの開発を図ってい

く上で，有用な手法になると考えられる。

（3）  今後，強度面についていえば破裂強度，疲労強度等，あるいは性能面では通水性等， より

使用状態に近い条件での試験デ一夕を得て，  これまでの研究成果に補足していけば，  さらに実

用的な織物設計システムを開発していくことが可能である。
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